
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

【要求趣旨（要旨）】株式会社ＪＲ東日本ステーションサービスの「２

０２５年度第３四半期決算」が公表され、営業収益は過去最高の１３３

億８４００万円（対前年１０５．６％）となりました。この収益を生み

出したのは、組合員・社員の日々の職場での努力によるものです。  

ＪＲ東日本が発表した「勇翔２０３４」では、「労働条件の向上」によって「働きがい」や「働きやすさ」が

向上し、持続的成長をすると謳っており、ＪＲ東日本ステーションサービスにおいてもその理念は実現していか

なければなりません。 

職場からは「賃金が労働実感に見合っていない」「生活にゆと

りがない」と言う不満や将来への不安が噴出しています。さら

には、現在の人事・賃金制度における「上限額」「ゾーン２」「所

定昇給額の低さ」に対する不満が多く鬱積し、それが人材定着

の障害になっていることを会社は自覚すべきです。 

会社は昨年一律１０，０００円のベアを回答しましたが、そ

もそも低い賃金であるため、物価上昇に追い付かず生活苦を感

じている社員がほとんどです。そのため離職が後を絶たず要員

不足が深刻化し、組合員・社員の労働実感は増すばかりです。 

要員不足の中、職場で奮闘し続けている組合員・社員の努力に報い、「ＪＥＳＳビジョン２０２７」や「勇翔

２０３４」の完遂に向け、人材の確保と定着を行うために、賃金引き上げと人事賃金制度の改正を強く求め、申

し入れますので、会社側の真摯な回答を要請します。 

 

 

 

 

１． ２０２６年４月１日以降のＪＲ東労組組合員の基本給を 

一律１８，０００円（定期昇給を含まない）引き上げること。 

２． 定期昇給を実施すること。その場合は昇給係数は「４」とすること。 

３． 各等級の上限額を撤廃 すること。 

４． 各等級のゾーン２を撤廃 すること。 

５． 各等級の所定昇給額を増額 すること。 

６． 回答については、２０２６年３月３１日までとすること。 
 

ＪＲ東労組ステーションサービス協議会は、春闘アンケートを取り組みます。 
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